
　国語科年間評価計画（第一学年）

１．教科目標(「中学校学習指導要領」(平成10年12月)より)

　国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。

２．上菅田中学校国語科指導目標

基礎・基本の習得のもとに、正しく考え理解する力を育て、自己を的確に表現し進んで伝え合う力を養います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．第１学年の学年目標(「中学校学習指導要領」より)

　(1) 自分の考えを大切にし、目的や場面に応じて的確に話したり聞いたりする能力を高めるとともに、話し言葉を大切にしようとする態度を育てる。

　(2) 必要な材料を基にして自分の考えをまとめ、的確に書き表す能力を高めるとともに、進んで書き表そうとする態度を育てる。

　(3) 様々な種類の文章を読み、内容を的確に理解する能力を高めるとともに、読書に親しみものの見方や考え方を広げようとする態度を育てる。

期 月

指導事項

学習材 学習目標 時数 学習活動 評価規準
主な評価資料

・
評価方法

関
心
・
意
欲

Ａ
　
話
す
・
聞
く

Ｂ
　
書
く

Ｃ
　
読
む

言
語
事
項

前 4 ○ ○ 名づけられた葉 読み方を工夫して朗読する。 1
１　詩の意味を考えながら朗読を工夫し、発表して聞き合
う。
２　「名づけられた葉」の意味を話し合う。

・詩に表れている作者のものの見方や考え方にふれ
て、自分のものの見方や考え方を広くしている。 《通年》

期 ○ ○ 話し方はどうかな

言葉の響きを楽しみ、適切な声の出
し方を身につける。

2

１　学習材を読んで「話し方」について内容をとらえる。
２　さまざまな速さで話すことを通して伝わり方を確かめ
合ったり、「聞き手によく分かるような話し方」について、
文章の内容やこれまでの学習経験をふまえて話し合ったりす
る。

・書き手の考えの進め方や説明の仕方に即して内容
をとらえている。
・速度や言葉の調子や間の取り方などに注意して、
話し方について考えている。

◎観察記録法
◎発表による評
価
◎プリントによ
る評価

○ ○
声に表情をつけよう 適切な声の表情で伝える練習をす

る。 1
１　学習材に沿って実際に学習してみる。
２　気づいたことを話し合ったり、ノートにまとめて発表し
合ったりする。

・速度や言葉の調子や間の取り方などに注意して、
話し方について考えている。

◎自己評価
◎相互評価

○ ○

あなたも詩人 自由な発想で短い詩を作り発表す
る。

2

１　学習材に沿って実際に創作してみる。
２　「発想のユニークさ」「共感の度合い」など、視点を決
めて、お互いの作品のよいところを指摘し合ったり、感想を
述べ合ったりする。

・身近な生活や学習の中から題材を見つけ、自分の
見方や考えを書いている。

○ ○

話し言葉と書き言葉 話し言葉と書き言葉の違いについて
考える。

1

１　学習材を読みながら、「●ア～ク」についてそれぞれ考
える。
２　話し言葉と書き言葉の違いやそれぞれの特徴などについ
て、分かったことをノートにまとめて発表し合う。

・話し言葉と書き言葉の違いについて理解してい
る。

○ ○

文法とは・言葉の単位
［日本語はとても難し
いの言葉です］

言葉の単位について学ぶ。

2

１　学習材を読みながら、「●ア～エ」についてそれぞれ考
える。
２　P183の練習問題に取り組み、学習内容を確認する。
３　「文章」「文」「文節」「単語」について整理し、文法
を学習する意味を考える。

・言葉の単位について理解している。

○ ○
脳のはたらきを目で見
てみよう

情報を整理して読み取る。
4
１　学習材に沿って実際に学習してみる。
２　「課題」に取り組む。
３　「聞くことの自己評価」を行い、学習を振り返る。

・さまざまな文章から必要な情報を集めるための読
み方を身につけている。

5 ○ ○
聞き上手になろう・正
しく聞く

場面に応じた聞く力を養う。
4
１　学習材に沿って実際に学習してみる。
２　「課題」に取り組む。
３　「聞くことの自己評価」を行い、学習を振り返る。

・話し手の意図を考えて話の内容を聞き取ってい
る。
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○ ○
書写〔楷書を書こう〕 楷書の筆遣いと字形の整え方を確か

める。
4
１書写学習の仕方を知る。 ・毛筆の楷書の基本的筆遣いを確認し、文字の大き

さ、配置に配慮し、丁寧に書いている。
字形の仕組みと筆順のきまりを確か
める。

２基本的な筆遣いを学ぶ。

6 ○ ○

分かりやすく書こう 伝えたい事実や事柄を分かりやすく
説明する。

8

１　学習材に沿って、学習の目標やポイントをつかむ。
２　「課題」の中から一つ選び、具体的な題材を決めて材料
を集め、１で学んだ説明の仕方を参考にして構想を立てる。
３　構想にしたがって「分かりやすく説明する文章」を書
く。
４　ペアやグループで書いた文章を読み合い、相互に推敲し
合う。
５　相互推敲をふまえ、書き直す。
６　学習のまとめをする。

・伝えたい事実や事柄、課題、自分の考えや気持ち
を明確にしている。

○ ○
漢和辞典の使い方 漢和辞典の使い方を理解する。

1
１　学習材を読んで、漢和辞典について知る。
２　漢和辞典を使って、「部首あてクイズ」や「読み方クイ
ズ」などを作り、漢和辞典で調べ合う。

・漢和辞典の使い方を理解している。

○ ○

語の意味と文脈 多義の言葉の意味と文脈について知
る。

1

１　学習材を読んで、多義や文脈について知る。
２　「研究」に取り組む。
３　国語辞典等を活用して、多義の言葉を見つけて発表し合
う。

・語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注
意している。

○ ○
（導入）
読書を楽しもう

読書に親しみ、いろいろなものの見
方、考え方にふれる。

8
１　さまざまな読書の楽しみ方があることを知る。

さんちき １　学習材を読み、感想や主題に対する自分の読みを生かし
てサブタイトル（P49「わたしのタイトル」）を考える。
２　グループ等でタイトルとそれを考えた理由を発表し、話
し合う。

・文章に表れているものの見方や考え方を理解し、
自分のものの見方や考え方を広くしている。(Ｃ－
オ)

碑 １　学習材を読み、感じたり考えたりしたことを生かして、
P48「本の帯を作ろう」を参考にしながら本の帯を作る。
２　グループ等で「碑」の帯を紹介し合い、相互に批評し合
う。

・文章に表れているものの見方や考え方を理解し、
自分のものの見方や考え方を広くしている。(Ｃ－
オ)

見よう 読もう 楽しも
う

１　読書に親しむための資料として活用する。 ・さまざまな文章から必要な情報を集めるための読
み方を身につけている。(Ｃ－カ)

7 ○ ○
活字と書き文字・画数 活字と書き文字の字体の違いに関心

を持つ。 1
１　学習材を読んで、①②について字体の違いや気づいたこ
とを話し合う。
２　「画数」を読んで、③について確かめる。

・活字と書き文字の字体の違いについて理解し、関
心を持っている。

○ ○

文の成分・連文節［き
つぱりと冬が来た］

文節のはたらきについて学ぶ。

2

１　学習材を読んで、文の成分や連文節について知る。
２　P184「文の成分・連文節」を使って、文の成分や連文節
について学習する。
３　P185・187の練習問題に取り組み、学習内容の確認をす
る。

・文節のはたらきについて理解している。

○ ○
書写〔楷書と仮名を書
こう〕

楷書と仮名の筆遣いを確かめる。
4
１字形を整えて書く。 ・毛筆・硬筆ともに字形を整えて、全体の配列な

ど、調和よく書いている。
仮名の筆遣いや字形を確かめる。
行の整え方や文字の大きさを確かめ
る。

9 ○ ○
竹取物語 古典に興味を持ち、古典に親しむ。

4
１　現代語訳と対照して古文の部分を音読したり、あらすじ
を読んだりして、竹取物語のあらましを知る。
２　「学習の課題」に取り組む。

・古文の語句や仮名遣いに注意しながら音読し、文
章の展開に即して内容をとらえている。(Ｃ－イ)

枕草子
4
１　枕草子や清少納言についてあらましを知る。
２　「学習の課題」を確かめ、古文を読み味わう。
３　「学習の課題」に取り組む。

・古文のリズムを感じながら音読し、文章に表れて
いるものの見方や考え方について考えている。(Ｃ－
オ)
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矛盾

2

１　「学習の課題」に取り組む。
２　「学習のポイント」を読んで、「故事成語」の意味を知
る。
３　「五十歩百歩」「漁夫の利」「呉越同舟」「蛇足」「杞
憂」やその他の主な故事成語のいくつかを取り上げ、意味や
使い方を発表し合う。

・訓読の仕方に注意しながら音読し、故事成語の意
味を理解している。(Ｃ－ア)

○ ○
音読み・訓読み 漢字の音読みと訓読みについて学

ぶ。
1
１　「漢字の音読み」を読んで、①②の課題に取り組む。
２　「漢字の訓読み」を読んで、③④の課題に取り組む。

・漢字の音読みと訓読みについて理解し、適切に読
み分けている。

○ ○

和語・漢語・外来語 和語・漢語・外来語の区別を理解
し、語彙に関心を持つ。

1

１　和語・漢語・外来語について「解説」を参照しながら知
る。
２　「課題●ア～ウ」について、他の種類の語に置き換えら
れるものを考え、置き換えた場合の印象の違いを話し合う。

・和語・漢語・外来語の区別を理解し、話や文章の
中の語彙に関心を持っている。

○ ○

大阿蘇

言葉のリズムや調子を味わう。 1

１　学習材を音読して、言葉のリズムを味わう。
２　詩の情景に合うように工夫して朗読する。

・文脈の中における語句の意味を正確にとらえ、理
解している。(Ｃ－ア)
・速度や言葉の調子や間の取り方などに注意して、
詩を朗読している。(言(1)－ア)

心にひびくメッセージ

言葉に込められた思いを味わう。

１　学習材を読み、共感したものや気に入ったものを紹介し
合いながらものの見方や考え方を広げる。
２　相手やテーマを決めてメッセージを書いてみる。

・文章に表れているものの見方や考え方を理解し、
自分のものの見方や考え方を広くしている。(Ｃ－
オ)
・自分の考えや気持ちを明確にしている。(Ｂ－イ)

○ ○
ハチドリの不思議 文章の構成や因果関係を読み取る。

4
１　学習材を通読して感想や考えたことを話し合う。
２　「学習の課題」に取り組む。

・文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と筆者
の考えとを読み分けている。

10 ○ ○
書写〔行書を書こう〕 行書とはなにかを理解する。

4
１行書について理解し、書き慣れる。 ・楷書と行書の違いを知り、行書に慣れ、正しく書

ける。
行書の筆遣いを理解する。
「払い」や「折れ」からの連続、字
形に気をつけて書く。
点画の連続、省略に気をつけて書
く。

後 ○ ○

分かりやすく話そう 聞き手に伝えたいことを分かりやす
く話すための話し方を知る。

4

１　学習材を読みながら、分かりやすく話すための三つのポ
イントをつかむ。
２　「課題」について、相手や状況を設定して実際に話して
みる。
３　「話すことの自己評価」を行い、学習を振り返る。

・全体と部分との関係、事実と意見との関係に注意
して、話したり聞いたりしている。

期 ○ ○

根拠を示して書こう 自分の意見を相手に受け入れてもら
えるように、明確な根拠をあげる。

8

１　学習材を読みながら学習のポイントをつかむ。
２　「課題」の中から一つ選び、学習したことを生かして根
拠を考えたり、作文の構想を考えたりする。
３　構想にしたがって作文を書く。
４　グループ等で作文を読み合い、相互に批評し合う。
５　相互批評で出た意見を参考にしながら、作文を推敲す
る。

・互いの文章を読み、題材のとらえ方や材料の集め
方などについて相互に学び合い、自分の表現の参考
にしている。

11 ○ ○

漢字の部首 漢字の代表的な部首について知る。

1

１　学習材を読んで、代表的な部首の名前を確かめ、①の問
題に取り組む。
２　「形の変化」を読んで、②の問題に取り組む。
３　「紛らわしい部首」を読んで、③の問題に取り組む。

・漢字の代表的な部首について理解している。

○ ○

接続詞・指示語［あれ
はどこかな］

接続詞や指示語の働きに注意する。

2

１　学習材を読んで、「●ア～ウ」の例について考え、接続
詞や指示語について学ぶ。
２　P188「接続詞・指示語」を参考にして、接続詞や指示語
について学習を深める。
３　P189の練習問題に取り組み、学習内容を確認する。

・接続詞や指示語のはたらきについて理解してい
る。

○ ○

少年の日の思い出 作品の構成や展開を的確にとらえ、
主題を考える。

4

１　学習材を読んで、感想や、読み深めてみたいことなどを
まとめる。
２　「学習の課題」を手がかりにして作品の主題を考える。
３　読み取ったことを学級やグループで発表し合い、考えを
深め合う。

・文章の展開を確かめて、主題を考えている。
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○ ○

一〇〇秒スピーチをし
よう

身近な話題について自分が感じたこ
とを話す。

4

１　学習材に沿って、学習のポイントをつかむ。
２　話題を決め、材料を集めて、スピーチの準備をする。
３　個人やグループで練習する。
４　グループや学級でスピーチの発表をする。

・自分の考えや気持ちを伝えるのにふさわしい話題
を選び出し、取り上げている。

○ ○

視点を変えて書きかえ
よう

作品を選び、視点を変えて書き換え
る。

1

１　学習材を読んで、「視点」について知り、学習活動のポ
イントをつかむ。
２　これまでに読んだ作品の一部分を取り上げて、別の視点
で書いてみる。
３　グループ等で書きかえた作品を紹介し合い、感想や気づ
いたことを話し合う。

・書いた文章を読み返して、読みやすくする工夫を
している。

○ ○

漢字の成り立ち 漢字の成り立ちについて知る。

1

１　「新しい漢字の作り方」を読んで、六書のうち「象形・
指事・会意・形声」の四つについて理解する。
２　「既にある漢字の新しい使い方」を読んで、「転注・仮
借」について理解する。
３　①から⑦の問題に取り組み、漢字の成り立ちについての
理解を深める。

・漢字の成り立ちについて理解し、漢字の字形に関
心を持っている。

○ ○
書写〔行書を書こう〕 文字の大きさや配列・配置、中心に

気をつけて書く。
4
１これまでに学習した行書の特徴を確かめ、行書の学習を生
かして書く。

・楷書と行書の違いを知り、行書に慣れ、正しく書
ける。

12 ○ ○

書写 日本の伝統行事である「書き初
め」・「百人一首」を理解し、しっ
かりと準備をして、書き初め・百人
一首の練習に取り組む。

4

１書き初めの練習をする。 ・画仙紙に慣れ、配置を考え、しっかりと字形を整
えて書く。

百人一首
8
１百人一首を練習をする。 ・百人一首に慣れ、決まり字などを覚え、しっかり

と取り組んでいる。

1 ○ ○
（導入）
わたしの国語学習

学習の内容や方法を工夫して、言葉
の学びを広げる。

4

１　「学習の流れ」を読み、学習のあらましをつかむ。
２　P145～160の四つの学習材をひととおり読んで、興味を
持った点や学習したい事柄を発表し合う。
３　授業者と相談しながら学習材を選択し、学習計画を立て
る。
４　計画に従って学習を進める。

方言のクッション

8

【学習計画例１】
◎「方言のクッション」を読み、各地の方言について調べて
みる。
(1)学習材を読んで、おもしろいと思ったことや印象的だっ
たことなど、読後の感想を書く。
(2)大阪弁や福井弁について筆者がどんなふうに感じている
か文章中から抜き出す。
(3)P206「日本語の美しいひびき」で各地の方言を読み、自
分たちがふだん使っている言葉と比べてみる。
(4)インターネットや図書を使って、各地の方言を調べる。
(5)調べた方言について自分の感想や印象をまとめる。
(6)もう一度「方言のクッション」を読んだうえで、「方言
（生活言語）」や「日本語の言葉」について、考えたり気づ
いたりしたことをレポートにまとめる。

・文章の展開に即して内容をとらえ、要約してい
る。(Ｃ－イ)
・文章に表れているものの見方や考え方を理解し、
自分のものの見方や考え方を広げている。(Ｃ－オ)
・さまざまな種類の文章から必要な情報を集めて活
用している。(Ｃ－カ)
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百二十年の孤独 【学習計画例２】
◎「百二十年の孤独」を読み、絶滅した動物たちについて調
べて発表する。
(1)本文を読んで、セーシェル諸島やマスカリン諸島のゾウ
ガメが絶滅した原因を経過にしたがって整理し、感想を書
く。
(2)「絶滅した動物」や「絶滅危惧動物」について、イン
ターネットや図書を使って調べる。
(3)調べて分かったことをまとめ、発表の仕方を工夫して準
備をする。
(4)同じ課題をやった仲間や、学級の生徒に発表を聞いても
らったり、レポートを読んでもらったりしてコメントをもら
う。
(5)仲間のコメントをふまえて、学習を振り返る（絶滅動物
や絶滅危惧動物を調べて感じたことや、学習の仕方への振り
返りをまとめる。）

・文章の中心部分と付加的な部分、事実と意見など
を読み分けたり、文章の構成や展開を正確にとらえ
たりして、内容を理解している。(Ｃ－ウ)
・さまざまな種類の文章から必要な情報を集めて活
用している。(Ｃ－カ)

交響楽 【学習計画例３】
◎「交響楽」の作者の詩をほかにも探して、気に入った作品
を朗読会で紹介し合う。
(1)学習材を読んで、この詩のどこに引かれたのか、この詩
の魅力など感想を書いて読み合う。
(2)谷川俊太郎の詩集を読み、気に入った詩について(1)と同
様に簡潔な感想を添えながら、カードやノートに書き出して
いく。
(3)紹介したい作品を、画用紙等を使って清書し、綴じ合わ
せてオリジナル編集の詩集を作る。
(4)できあがったオリジナル詩集を交換して読み合い、谷川
俊太郎の詩や作風等について話し合う。
(5)オリジナル詩集についての仲間のコメントや作者につい
ての話し合いをふまえて、学習を振り返る。（オリジナル詩
集を作ってみての感想や気づいたこと等をまとめる。）

・文章の展開を確かめながら主題を考えている。(Ｃ
－エ)

そこに僕はいた 【学習計画例４】
◎「そこに僕はいた」を読み、感想文を書いて読み合う。
(1)学習材を読み、感想文を書くための材料集めをする。
(2)構成を考えて下書きを書いてみる。
(3)同じグループの仲間と読み合って、気づいたことを話し
合い、推敲をする。
(4)推敲を生かして清書する。
(5)完成した感想文を交換して読んでコメントを書き合い、
学習を振り返る。

・文脈の中における語句の意味を考え、内容の理解
に役立てている。(Ｃ－ア)
・文章の展開を確かめながら主題を考えている。(Ｃ
－エ)

2

（まとめ）

2

５　学習のまとめ（発表）をして、学んだことを互いに交流
する。
　＊交流の仕方として、例えば次のような形が考えられる。
　　・作った作品を見せながら、ショウ＆テルでスピーチす
る形で発表し合う。
　　・半数がいくつかの発表ブースを作って同時に発表を行
い、他の半数が各ブースを回って成果発表を聞く形で交流し
合う。
　　・ＰＲ文を添えて作品展を開く。

○ ○
話し合いでアイディア
を出し合おう

アイディアを出すための話し合いの
仕方を学ぶ。 8

１　学習材の手順に沿って、アイディアを出すための話し合
いをする。
２　「話し合うことの自己評価」を行い、学習を振り返る。

・話し合いの話題や方向をとらえて的確に話した
り、それぞれの発言に注意して聞いたりして、自分
の考えをまとめている。

3 ○ ○

感想を書こう 本や映画の感想を書くことを通し
て、自分の思いを伝える表現力を養
う。

8

１　「①読書感想文を書こう」や「②映画の感想を書こう」
の手順に沿って、実際に感想文を書く「課題」に取り組む。
２　「③感想を読み合おう」に沿って、お互いの感想を読み
合う。

・自分の考えや気持ちを的確に表すために、適切な
材料を選んでいる。

○ ○

単語の分類［楽しい
を　ます　しかし］

単語の類別について理解する。

2

１　学習材の①～④の手順に従って、単語を分類してみる。
２　P190「単語の分類」を参照しながら学習を振り返り、
「品詞」とそれぞれの品詞の名前を確認する。
３　P193の練習問題に取り組み、学習内容の確認をする。

・単語は、文中での働きや特色によっていくつかの
種類に分かれることを理解し、品詞を区別してい
る。
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